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1 まえがき
現在，RFID(Radio Frequency Identification) 技術を用

いた物品自動管理システムの導入が様々な場所で進めら
れており，そのニーズも様々であることから，多様なア
プリケーションが求められている．タグの読取範囲をア
ンテナ近傍に限定したい場合は，2次元漏れ波伝送路の
使用が有効である [1]．一方，中長距離のタグを読み取
るアンテナとして 2次元漏れ波伝送路にパッチ状の放射
素子を装荷したアンテナが検討されている．本研究では，
2次元漏れ波伝送路給電による 3素子パッチアレーアン
テナを提案し，その素子間隔を変えることによる指向性
の変化を実験的に確認し，主ビーム方向の制御が可能で
あることを示す．

2 アンテナの動作原理
本研究で用いた 2 次元漏れ波伝送路は帝人製のセル

フォーム®である [2]．本報告で提案するアレーアンテナ
を図 1に示す．動作周波数は 920 MHzで，2次元漏れ波
伝送路上に配置されたパッチ素子が励振されることによ
り電磁波を放射する．伝送路端部は吸収体により終端さ
れている．本研究ではビーム方向を変化させるため 3素
子パッチを装荷しアレーアンテナとした．

3 指向性の実験的評価
伝送路に進行波が励振されたものと仮定したときの等

間隔アレーアンテナの主ビーム方向は以下の式で表さ
れる．
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m
λo

d
+
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)
(m = 0,±1,±2, ...) (1)

ここで，θoは主ビームの放射方向，λoは自由空間波長，
λgは 2次元漏れ波伝送路内の電磁波の実効波長，dは放
射素子の素子間隔である．
　本アンテナの素子間隔を 0.5λg から 0.9λg まで 0.1λg
ステップで変化させた時の E面における Eθ 成分の指向
性の測定値を図 2に示す．素子間隔 dを広げていくこと
により主ビーム方向が θ = 0o 方向へ推移していくこと
が確認できる．式 (1)と実験値から求められた主ビーム
方向の比較を表 1に示す．両者には 10oから 20oの相違
が見られ，実験値が x軸の正方向にシフトしている結果
となった．この原因としては 2次元伝送路に励振された
電磁波が完全な進行波でなく定在波が存在していること
などが考えられる．

4 まとめ
2次元漏れ波伝送路に 3素子パッチを装荷したアレー

アンテナの指向性を測定し，主ビーム方向の理論値と比
較し，素子間隔を変えることにより主ビーム方向を制御
できることを示した．
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図 1 3素子パッチ装荷 2次元シートアンテナの構造．

図 2 素子間隔を変えたときの指向性変化．

表 1 素子間隔と主ビーム方向の関係．

素子間隔 主ビーム方向 θo [degrees]
d 理論値 測定値

0.5λg - 37 (ϕ = 180o)
0.6λg 49 (ϕ = 180o) 25 (ϕ = 180o)
0.7λg 29 (ϕ = 180o) 18 (ϕ = 180o)
0.8λg 16 (ϕ = 180o) 4 (ϕ = 0o)
0.9λg 7 (ϕ = 180o) 17 (ϕ = 0o)
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